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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

議   事   日   程       第 ２ 号 

９月14日（火）10時開議 

日程第１ 第 79号議案 専決処分の承認について（令和３年度武雄市一般会計補正

予算（第４回））（質疑・所管常任委員会付託省略・討論・

採決） 

日程第２ 第 80号議案 専決処分の承認について（武雄市手数料条例の一部を改正

する条例）（質疑・所管常任委員会付託省略・討論・採決） 

日程第３ 第 81号議案 専決処分の承認について（武雄市個人情報保護条例及び武

雄市個人番号の利用等に関する条例の一部を改正する条

例）（質疑・所管常任委員会付託省略・討論・採決） 

日程第４ 第 82号議案 武雄市自然環境等と太陽光発電事業との調和に関する条

例（質疑・産業建設常任委員会付託） 

日程第５ 第 83号議案 武雄市税条例の一部を改正する条例（質疑・総務常任委員

会付託） 

日程第６ 第 84号議案 武雄市手数料条例の一部を改正する条例（質疑・福祉文教

常任委員会付託） 

日程第７ 第 85号議案 武雄市土地開発基金条例の一部を改正する条例（質疑・総

務常任委員会付託） 

日程第８ 第 86号議案 武雄市体育施設設置条例の一部を改正する条例（質疑・総

務常任委員会付託） 

日程第９ 第 87号議案 武雄市印鑑条例の一部を改正する条例（質疑・福祉文教常

任委員会付託） 

日程第10 第 88号議案 令和２年度武雄市工業用水道事業会計未処分利益剰余金

の処分について（質疑・産業建設常任委員会付託） 

日程第11 第 89号議案 令和２年度武雄市下水道事業会計未処分利益剰余金の処

分について（質疑・産業建設常任委員会付託） 

日程第12 第 90号議案 令和３年度武雄市一般会計補正予算（第６回）（質疑・所

管常任委員会分割付託） 

日程第13 第 91号議案 令和３年度武雄市国民健康保険特別会計補正予算（第１回）

（質疑・福祉文教常任委員会付託） 

日程第14 第 92号議案 令和３年度武雄市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１

回）（質疑・福祉文教常任委員会付託） 

日程第15 第 93号議案 令和３年度武雄市下水道事業会計補正予算（第１回）（質

疑・産業建設常任委員会付託） 

日程第16 第 94号議案 令和２年度武雄市工業用水道事業会計決算認定について

（質疑・特別会計等決算審査特別委員会設置付託） 

日程第17 第 95号議案 令和２年度武雄市下水道事業会計決算認定について（質

疑・特別会計等決算審査特別委員会設置付託） 

日程第18 第 97号議案 令和３年度武雄市一般会計補正予算（第７回）（補足説明・
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質疑・所管常任委員会分割付託） 

日程第19 第 98号議案 令和３年度武雄市下水道事業会計補正予算（第２回）（補

足説明・質疑・産業建設常任委員会付託） 

日程第20 第 99号議案 令和２年度武雄市一般会計決算認定について（補足説明・

質疑・一般会計決算審査特別委員会設置付託） 

日程第21 第100号議案 令和２年度武雄市国民健康保険特別会計決算認定につい

て（補足説明・質疑・特別会計等決算審査特別委員会設置

付託） 

日程第22 第101号議案 令和２年度武雄市後期高齢者医療特別会計決算認定につ

いて（補足説明・質疑・特別会計等決算審査特別委員会設

置付託） 

日程第23 第102号議案 令和２年度武雄市競輪事業特別会計決算認定について（補

足説明・質疑・特別会計等決算審査特別委員会設置付託） 

日程第24 第103号議案 令和２年度武雄市給湯事業特別会計決算認定について（補

足説明・質疑・特別会計等決算審査特別委員会設置付託） 

日程第25 第104号議案 令和２年度武雄市新工業団地整備事業特別会計決算認定

について（補足説明・質疑・特別会計等決算審査特別委員

会設置付託） 

日程第26 報告第 11号 専決処分の報告について（質疑） 

日程第27 報告第 12号 令和２年度武雄市一般会計継続費精算報告書の報告につ

いて（質疑） 

日程第28 報告第 13号 令和２年度武雄市財政健全化判断比率及び資金不足比率

の報告について（質疑） 

日程第29 請願第１号 導水管建設に関する請願書（趣旨説明・質疑・産業建設常

任委員会付託） 

日程第30 決議第１号 ふるさと納税の委託業務に関する調査特別委員会の設置

を求める決議（趣旨説明・質疑・所管常任委員会付託省略・

討論・採決） 

 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

開   議    10時 

○議長（山口昌宏君） 

おはようございます。休会前に引き続き、本日の会議を開きます。 

市長から提出されました第 97 号議案から第 104 号議案までの８議案及び報告第 12 号・第

13 号並びに議員から提出されました請願第１号及び決議第１号を追加上程いたします。 

日程に基づき、議事を進めます。 

日程第１ 第 79 号議案 

日程第１．第 79 号議案 専決処分の承認についてを議題といたします。 

第 79 号議案に対する質疑を開始いたします。質疑ございませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

質疑をとどめます。 

お諮りいたします。本案は所管の常任委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御

異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

御異議なしと認めます。よって、本案は所管の常任委員会付託を省略いたします。 

本案に対する討論を求めます。討論ございませんか。 

〔「賛成」と呼ぶ者あり〕 

討論をとどめます。 

これより第 79 号議案を採決いたします。 

本案は原案のとおり承認することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

御異議なしと認めます。よって、第 79 号議案は原案のとおり承認することに決しました。 

日程第２ 第 80 号議案 

日程第２．第 80 号議案 専決処分の承認についてを議題といたします。 

第 80 号議案に対する質疑を開始いたします。質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

質疑をとどめます。 

お諮りいたします。本案は所管の常任委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御

異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

御異議なしと認めます。よって、本案は所管の常任委員会付託を省略いたします。 

本案に対する討論を求めます。討論ございませんか。 

〔「賛成」と呼ぶ者あり〕 

討論をとどめます。 

これより第 80 号議案を採決いたします。 

本案は原案のとおり承認することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

御異議なしと認めます。よって、第 80 号議案は原案のとおり承認することに決しました。 

日程第３ 第 81 号議案 

日程第３．第 81 号議案 専決処分の承認についてを議題といたします。 

第 81 号議案に対する質疑を開始いたします。質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

質疑をとどめます。 
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お諮りいたします。本案は所管の常任委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御

異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

御異議なしと認めます。よって、本案は所管の常任委員会付託を省略いたします。 

本案に対する討論を求めます。討論ございませんか。 

〔「賛成」と呼ぶ者あり〕 

討論をとどめます。 

これより第 81 号議案を採決いたします。 

本案は原案のとおり承認することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

御異議なしと認めます。よって、第 81 号議案は原案のとおり承認することに決しました。 

日程第４ 第 82 号議案 

日程第４．第 82 号議案 武雄市自然環境等と太陽光発電事業との調和に関する条例を議

題といたします。 

第 82 号議案に対する質疑を開始いたします。 

質疑通告があっておりますので、まずこれを許可いたします。12 番池田議員 

○12 番（池田大生君）〔登壇〕 

第 82 号議案 武雄市自然環境等と太陽光発電事業との調和に関する条例に対して質問を

いたします。 

今回、この条例が提出されたわけですけれども、提案理由として、「自然環境等と調和し

た太陽光発電事業の実施に関し必要な事項を定めるため」とありますが、今、様々な開発等

で造成事業等で災害が起こったりしている地域もあります。 

太陽光発電の開発についてもしかりだと思っておりますけれども、これ開発していく中に、

今後これを、この条例を制定するに当たって、そういうところまで、災害等を未然に防ぐと

か、そういうところまで踏み込んでいけるのか、これによってどういう自然環境との調和が

できるのか、そこについてお尋ねをいたします。 

○議長（山口昌宏君） 

山口環境部長 

○山口環境部長〔登壇〕 

おはようございます。御質問の条例の目的でございますけれども、この条例は武雄市にお

いて安全な太陽光発電設備の設置や維持管理が行われるよう、必要な事項を定めるものでご

ざいます。 

太陽光発電事業の実施において、地元の同意を求めることや市が指導、助言及び勧告を行

うことなどを定めて、また、特に配慮が必要と認められるものを抑制区域として指定すると
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いうこととしております。 

これによって、適正な土地利用を促し、安心・安全で自然と調和した事業を、太陽光の発

電事業を推進したいというふうに考えております。 

○議長（山口昌宏君） 

よろしいですか。 

ほかにございませんか。 

20 番江原議員 

○20 番（江原一雄君）〔登壇〕 

この条例の施行日が令和４年１月１日となっています。 

現在、開発中の現場があるわけですけれど、この認可は県ということですが、第 18 条の

指導、助言及び勧告のところについて、来年の１月１日から施行するわけですよね。 

現在、開発中で、まだ完成していない段階で、現場の声を聞きますと、めどが立たないと。

だから、はげ山ですよね。 

そういうときに、この１月１日を越したときに、ここにありますように指導、助言及び勧

告、認可の責任は県ということですが、市として、この 18 条に基づいてどういう、――ここ

に書かれてはありますが、廃止も含めて勧告できるのか、そのやり取りの責任は市がどこま

で踏み込むことができるのかをお尋ねしたいと思います。 

○議長（山口昌宏君） 

山口環境部長 

○山口環境部長〔登壇〕 

第 18 条、指導、助言及び勧告については、新設の太陽光発電の設置に係る分でございま

す。 

維持管理、既存の施設に対しては、15 条の維持管理及び報告、それと 16 条の事業の廃止、

ここで、例えばその施設で異常が確認された場合は対策を求めることができるとなっており

ますので、既存の分については、この 15 条、16 条を適用したいと考えております。 

○議長（山口昌宏君） 

20 番江原議員 

○20 番（江原一雄君）〔登壇〕 

部長の答弁にありますように、15 条、16 条も関連して今申し述べていただきましたので、

先ほどありましたように、１月１日以降は市として 15 条、16 条に基づいて踏み込んででき

ると。 

では、認可の権限は県でしょう。それとの絡みはどういう位置づけなのか、県の条例と併

せて、市として 15 条、16 条を発動することができるわけですけれど、県との関係で、――

これはあれですもんね、廃止する場合なんですよ、業者が。だから、18 条の指導、助言及び
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勧告は、市として廃止を、その現場が廃止ができるのかどうか。 

だから、県が認可の権限ですから、市としてどういう線引きなのか、市としてどこまで来

年１月以降、踏み込むことができるのかどうか、ぜひ物差しを示してほしいと思います。 

○議長（山口昌宏君） 

山口環境部長 

○山口環境部長〔登壇〕 

この 15 条、16 条の条例の中身については、もし異常が確認されて太陽光発電事業所に手

直しが要るというような場合は当然、是正をすることができますし、もし、それに従わない

とか、そういった事例ができれば、県や国のほうに報告という形をするようになっておりま

す。 

この太陽光発電設備の設置事業については、再エネ特措法の認可を受けているというのが

あるかと思いますけれども、これを県、国のほうに報告することで、その認可の取消しまで

いくかどうか、ここではちょっと分かりませんけれども、そういった影響も出てくるという

ような形を取りたいと思っております。 

○議長（山口昌宏君） 

20 番江原議員 

○20 番（江原一雄君）〔登壇〕 

ですので、国、県の県の認可、権限ですが、市として県と同様に権限があるのか、ないの

か。 

私は地元自治体として、権限があるようにこの条例を生かして行政を進めるべきだと思う

んですよ。 

だから、今の答弁では国や県へ報告ですよね。 

だから市として、ちゃんと権限を与えられるように行動してほしいと、その責任があるか

と思いますので、いかがですか。 

○議長（山口昌宏君） 

山口環境部長 

○山口環境部長〔登壇〕 

池田議員の質問の中にもありましたように、目的としては太陽光発電事業の実施に伴って、

自然と調和を図って、適正な太陽光発電の設置を促すことを考えておりますので、条例につ

いては、そこの第 15 条、16 条の内容でいきたいと考えております。 

○議長（山口昌宏君） 

ほかにございませんか。 

14 番宮本議員 

○14 番（宮本栄八君）〔登壇〕 
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太陽光については、武雄市が取り組むゼロカーボン宣言には欠くことのできないものかな

というふうに思います。 

これの判断が、今の形では各区の判断になるわけですよね。すると、Ａ区はよかと言いん

さった、Ｂ区はいかんと言いよんさあということが、ずっとあると思うわけですよね。 

それで、武雄市として、ある程度のガイドライン、水をためんといかんとか、排水の方法

はこうだっていう、そういうガイドラインを定めてほしいと思うんですけれども、それに対

するお考えをちょっとお聞きしたいと思います。 

もう一つ、この地域は抑制地域というのを決めると言われるんですけども、それは後の規

則ですかね、そこで決めると言われるんですけども、この地区が駄目だというのは、どうい

う形でそういうふうに決めていくのかの２点をお聞きします。 

○議長（山口昌宏君） 

山口環境部長 

○山口環境部長〔登壇〕 

ガイドラインについては、事業計画の中身に沿って、例えば盛土とか、排水路を設置する

とか、そういったことにはこのガイドラインで見ていきたいというふうに考えております。 

それと抑制地域でございますが、抑制地域につきましては、例えば急傾斜地崩壊危険区域

とか、土砂災害警戒区域とか、そういった土砂の災害が起こりそうな場所を設定をしたいと

思っております。 

あとは保安林ですとか、農用地区域、あるいは景観計画重点区域、こういったところを想

定しているところでございます。 

○議長（山口昌宏君） 

ほかにございませんか。 

18 番牟田議員 

○18 番（牟田勝浩君）〔登壇〕 

１件お伺いしたいんですけども、例えば事業者がその土地を所有するのではなくて、例え

ばこうやって田舎のほうは土地を貸していると。その上で事業者が太陽光発電をやって、土

地代をやって、ひょっとすると年金の幾ばくかの手伝いになっているのかもしれない。 

これの６条は、土地所有者は云々で、当該土地を適正に管理しなくてはならないというふ

うに条例で定められます。 

そうしたら、例えば今まで事業者さんが、管理をうちがしますよと言っていて、いや、武

雄市の条例が、これが制定されたから管理は土地所有者さんでやってくださいとか、そうい

うふうにはならないのか。 

これでいう土地所有者等という言葉の中には、上のほうを見ていると、事業者という言葉

がないんですね。だから、それを心配してお伺いしております。 
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○議長（山口昌宏君） 

山口環境部長 

○山口環境部長〔登壇〕 

御質問の第６条の土地所有者等でございますが、この中身につきましては、土地所有者、

それから、占用者及び管理者ということで位置づけております。 

○議長（山口昌宏君） 

18 番牟田議員 

○18 番（牟田勝浩君）〔登壇〕 

管理者の中の言葉の定義は、事業者も入るわけですね。 

○議長（山口昌宏君） 

山口環境部長 

○山口環境部長〔登壇〕 

事業者も入ります。 

○議長（山口昌宏君） 

ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

質疑をとどめます。 

本案は産業建設常任委員会に付託をいたします。 

日程第５ 第 83 号議案 

日程第５．第 83 号議案 武雄市税条例の一部を改正する条例を議題といたします。 

第 83 号議案に対する質疑を開始いたします。質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

質疑をとどめます。 

本案は総務常任委員会に付託をいたします。 

日程第６ 第 84 号議案 

日程第６．第 84 号議案 武雄市手数料条例の一部を改正する条例を議題といたします。 

第 84 号議案に対する質疑を開始いたします。質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

質疑をとどめます。 

本案は福祉文教常任委員会に付託をいたします。 

日程第７ 第 85 号議案 

日程第７．第 85 号議案 武雄市土地開発基金条例の一部を改正する条例を議題といたし

ます。 

第 85 号議案に対する質疑を開始いたします。質疑ございませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

質疑をとどめます。 

本案は総務常任委員会に付託いたします。 

日程第８ 第 86 号議案 

日程第８．第 86 号議案 武雄市体育施設設置条例の一部を改正する条例を議題といたし

ます。 

第 86 号議案に対する質疑を開始いたします。質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

質疑をとどめます。 

本案は総務常任委員会に付託いたします。 

日程第９ 第 87 号議案 

日程第９．第 87 号議案 武雄市印鑑条例の一部を改正する条例を議題といたします。 

第 87 号議案に対する質疑を開始いたします。質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

質疑をとどめます。 

本案は福祉文教常任委員会に付託をいたします。 

日程第 10・第 11 第 88 号議案・第 89 号議案 

日程第 10．第 88 号議案 令和２年度武雄市工業用水道事業会計未処分利益剰余金の処分

について及び日程第 11．第 89 号議案 令和２年度武雄市下水道事業会計未処分利益剰余金

の処分についてを一括議題といたします。 

第 88 号議案及び第 89 号議案に対する一括質疑を開始いたします。質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

質疑をとどめます。 

第 88 号議案及び第 89 号議案は、産業建設常任委員会に付託をいたします。 

日程第 12 第 90 号議案 

日程第 12．第 90 号議案 令和３年度武雄市一般会計補正予算（第６回）を議題といたし

ます。 

第 90 号議案に対する質疑を開始いたします。 

質疑通告があっておりますので、通告順により、これを許可いたします。まず、11 番松尾

陽輔議員 

○11 番（松尾陽輔君）〔登壇〕 

第 90 号議案 令和３年度武雄市一般会計補正予算（第６回）について、大綱質疑という

ことですので、事業の取組について、令和３年度９月補正予算の参考資料に基づいて概要の

説明もありますけれども、私のほうから３点、再度確認をさせていただきたいと思います。 
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まず、総務費の衆議院議員総選挙の移動支援事業について、2019 年の７月の参議院選挙の

ときに投票所の見直し、また、集約に伴い、この移動支援事業を実施され、そのときの効果

と検証もされたかと思いますが、移動投票所、車両の導入も一般質問でも提案させていただ

いた一人として、今回の移動支援事業は、前回の検証等を踏まえ、どのような方法で移動支

援事業をされるのか、前回と同様の対応なのか、確認をさせていただきます。 

また、今後もこの移動支援事業は継続されるのかどうか、その点も踏まえ、確認をさせて

いただきます。 

２つ目に、土木費の交通安全施設整備事業についてお尋ねをさせていただきます。 

事業概要では、千葉県で発生した交通事故を受け、早急に対応を必要とする通学路につい

て点検をされたかと思いますけれども、その中で、今回は市道３か所が、緊急整備が必要と

いうことで３か所の予算が計上されておりますけれども、危険箇所は一般質問でもあちこち

あるということで質問をさせていただいたので、今回の対応は３件ということでありました

けれども、３件だったのかどうか。全体的に何件調査をされて、緊急性のある３件と認定を

されたのかどうか、その点の御説明をお願いしたいと思います。 

また、あちこち回る中で、県道、国道も途中で横断歩道が切れたりしている箇所がありま

す。そういった、市道ばかりじゃなくて、県道、国道も調査事項として、必ず追記しておく

必要があるかと思いますけれども、県道、国道の対応については、どのような対策を取られ

ているのかどうかお尋ねをさせていただきます。 

最後に３つ目に、教育費のスポーツコミッション事業についてお尋ねをさせていただきま

す。 

スポーツコミッションとは、スポーツを通じた交流促進等による地域活性化と市外からの

誘客を目指す官民一体の専門組織で、地方公共団体、スポーツ観光産業などの民間企業と各

種団体等が連携、協力して取り組むものと解していますが、事業の実施に当たって組織をつ

くるということでありますけれども、設立準備委員会も検討されております、その中で、ど

ういったメンバーを準備委員会で検討されているのかどうか、メンバーの構想もお尋ねさせ

ていただきたいと思います。 

また、設立支援業務の委託も検討されているようでありますけれども、その委託の内容と

委託先の選定方法はどのような形でされるのかどうか、また、選定された後の選定委員会の

委員のメンバーは、どういったメンバーで考えておられるのか、併せてお尋ねをさせていた

だきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（山口昌宏君） 

谷口選挙管理委員会事務局長 

○谷口選挙管理委員会事務局長〔登壇〕 

おはようございます。ただいまの議員お尋ねの移動支援についてですけれども、２年前の
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参議院議員選挙時につきましては、投票所を集約したことに対する支援策として、選挙当日、

元の投票所から新しい投票所までの移動支援を行ったところでございます。 

今回の支援につきましては、市内の主な山間部で、高低差があって投票所から離れている

地区を対象としております。 

選挙当日に移動支援を行うということで、移動車両につきましては、前回同様、市のマイ

クロバス、借り上げタクシーを予定しております。 

送迎の回数につきましては、原則として午前１回、午後１回、合計２回を予定していると

ころでございます。 

２点目のお尋ねの件ですけども、今後も支援は継続するかという質問ですけども、この件

につきましては、今回を含めて数回の試験運用を行いまして、その利用状況から選管で判断

するということになるというふうに考えております。 

○議長（山口昌宏君） 

秋月こども教育部長 

○秋月こども教育部長〔登壇〕 

おはようございます。ただいまの議員の御質疑の、通学路の件でございます。 

今回、千葉県の事故を受けまして、学校から報告された安全点検の箇所の中から、建設課

とも協議した結果、危険度が高いと思われる 13 か所を抽出し、点検、把握しているところで

ございます。 

それと、市道ばかりでなく県道、国道についても通学路の対象として点検を行っていると

ころでございます。 

○議長（山口昌宏君） 

庭木企画部長 

○庭木企画部長〔登壇〕 

おはようございます。まず１点目の設立準備委員会のメンバーにつきましては、市内のス

ポーツ関係団体、経済観光団体などの各種団体、大学、民間企業からなどの参加をいただき

たく計画しております。 

また、２点目の委託料に係る選定方法といたしましては、議会の予算議決後でありますが、

これまで実績のあるコンサルタント会社を複数社早急に選定し、指名競争入札にて選定する

よう考えております。 

なお、委託の内容につきましては、スポーツコミッション設立に当たり、ワークショップ

実施費用だとかスポーツに関する住民アンケートに係る費用、また、来年度の実施計画書の

作成業務などの委託を考えております。 

委託に係る選定方法としましては、指名競争入札を行いますので、選定委員については、

選定いたしません。 
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○議長（山口昌宏君） 

11 番松尾陽輔議員 

○11 番（松尾陽輔君）〔登壇〕 

ちょっと追加で、移動支援事業について。 

高低差があるところを、前回は１回しかなかったんですけれども、今回は午前中１回、午

後１回ということで、２回にされているようですけれども、高低差ではなくて距離が大分遠

くなったという、田舎というか、周辺部は高齢者が多いものですから、高低差よりも距離も

相当な距離で、大変な方もいらっしゃいますから、距離も換算していただいて対応していた

だくよう、その辺も後で答弁をよろしくお願いしたいと思います。 

それと、設立準備委員会の件でお尋ね、スポーツコミッション事業の中で、今回、夏のパ

ラリンピックが終わって、障がい者のアスリート、皆さんも見られて、非常に感動されたと

思います。 

テーマは、共生がテーマだと。障がい者とともに、健常者とともに、今後スポーツを通じ

て共生社会をつくっていこうというふうな中で、今回のスポーツコミッション事業の中にそ

ういった障がい者団体も入れながら検討していくべきじゃないかということで、その辺の考

えについて、いま一度、御答弁を、見解をお尋ねしたいと思います。 

それから、前後しますけども、県道、国道の交通安全の設備制度事業について、県道、国

道も調査をしましたよと。した後の対応はどうされるのか。現に危険箇所があちこちに、県

道、国道ともにありますから、そういったところは点検されて、その後の対応はどうされる

のか、その点ももう一度、御見解をお尋ねいたします。 

○議長（山口昌宏君） 

谷口選挙管理委員会事務局長 

○谷口選挙管理委員会事務局長〔登壇〕 

ただいまの距離についての検討ということでございますけれども、今回につきましては、

先ほども話したとおり、高低差があって投票所から離れているところということで試験運用

を行うということで、距離が離れているところにつきましては、今回の移動支援の内容とし

ては、選管としては、そこは決まっていないということでございます。（発言する者あり） 

あくまで今回は、高低差があって投票所から離れているところということで考えておりま

す。 

○議長（山口昌宏君） 

庭木企画部長 

○庭木企画部長〔登壇〕 

議員御提案の障がい者団体につきましても、メンバーに参加していただけますよう検討し

てまいりたいと思います。 
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○議長（山口昌宏君） 

秋月こども教育部長 

○秋月こども教育部長〔登壇〕 

９月の下旬、それから 10 月の上旬にかけて、道路管理者、それと警察署と合同の点検を

まず実施します。 

その後、その結果に基づいて、各道路管理者、警察への要望活動を行うように計画をして

おります。 

○議長（山口昌宏君） 

次に、12 番池田議員 

○12 番（池田大生君）〔登壇〕 

何度か通告をいたしておりました大綱質疑ということで、詳細についてはちょっと質問事

項からは省かせていただきますが、答弁のほうをよろしくお願いいたします。 

まず、７款の商工費、この中で、物産まつり感染症予防対策業務委託料ということであり

ますが、これ今回いろんな、様々な事業が。 

○議長（山口昌宏君） 

声ばちょっと上げて。声を上げて。 

○12 番（池田大生君）（続） 

ほかにも事業等を今回されていると思いますけれども、先ほども申しました、災害があり

ましたよね。災害があった中に、これは一般質問で言うんですけど、いろんな計画がある中、

見直しがされているのか、そこも含めてですけれども、今回物産まつり、この感染予防、ど

のような事業を――これまでもコロナ感染症対策、様々なことをやられていましたけれども、

また改めてここで感染予防対策の業務委託が発生するという、そこの業務内容について、ど

のような事業なのかお尋ねいたします。 

そして、７款の商工費及び８款のほうの都市計画等にも入っているんですけれども、新幹

線関連の整備について、大枠で質問をさせていただきます。 

これ、新幹線の暫定開業に向けた駅周辺の整備事業ということで捉えておりますけれども、

これまでも様々な整備事業、そして設計業務とかいろんな事業があった中に、また今回も各

種整備事業、そして何とか業務委託とかありますけれども、これ一括して、この駅全体とし

て捉えたときに、一括してすることによって経費の削減等が考えていけないのか、その辺に

ついては議論されてきたのか、そのことをまず、新幹線についてですね。 

そのほかに、観光費の中でイメージコンセプト制作業務委託料、これまでも、駅前につい

てのいろんな、何というんですかね、イメージとか何とかの発表をされてきているんですけ

ど、これは新たにまたイメージコンセプト制作をする意図と、どんな事業なのか、これにつ

いてお尋ねをいたします。 
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そして、その８款の、先ほど、道路安全施設ですかね、交通安全施設の部分で、松尾陽輔

議員さんのほうから質問があっておりましたけれども、13 か所の点検を行った。そして、そ

の中から３か所選ばれた。その 13 か所の中からこの３か所が選ばれた理由について。 

八街市の事故を受けて、子供たちの安全、安心、生命を第一に考えてこれをされたと、点

検をされたと思いますが、果たしてこの点検が細部にわたって行き渡っているのかというこ

とについても、併せてお尋ねをさせていただきます。 

そして最後に、10 款の教育費の中で、朝日小学校の雨漏りについて、今回、計上されてお

りますが、これまでも吉川議員さん、吉原議員さんが朝日小学校の雨漏りについては御指摘

をされてきたと思いますけども、今回、これまでにそれが、もう避難所としての役目が終わ

った後に、学校としても使うからですけれども、それまでなぜ対応できなかったのか。 

今回また新たに調査をして何が分かって、どんな工事をされるのか、そこについてお尋ね

します。 

○議長（山口昌宏君） 

古賀営業部長 

○古賀営業部長〔登壇〕 

まず、商工関係の答弁をいたします。 

物産まつりの件でございますが、まず、物産まつりの開催についてでございます。 

この開催の決定につきましては、武雄市物産まつり実行委員会のほうで決定をしておりま

すが、直近で７月 13 日に開催しておりまして、その時点におきまして、開催について本年は

11 月 20 日、21 日に旧武雄市役所周辺において開催するということを決定したところでござ

いますが、今後のコロナ等の状況を見るということもしております。 

現在、この決定に基づいて準備をしているところでございますが、コロナの状況、また、

大雨等の影響を受けて、今後、開催等に向けては、各種団体との協議を重ねていく予定でご

ざいます。 

今回出させていただいております、この委託の内容でございますが、まず、開催した場合

にコロナ感染対策を取るということで、ソーシャルディスタンスの確保、３密の回避、また、

会場来場者の消毒等を考え、医療用テントの設営委託、また、会場対策としてパーティショ

ンの設置や消毒エアテント、また、医療用エアテントの設置、フェンスの設置、また、送迎

バス、ビニールパーティションなどの設置と、バスの増便などを含めたところの委託を計画

しているところでございます。 

次の御質問の、新幹線に関する各事業の一体化という御質問でございますけども、今回、

出させていただいております事業につきましては、各種事業で性質等が異なりまして、その

性質が合うものに合わせて設計を出しておりますので、我々でも出す前に精査はしておりま

して、必要なところは合わせる、合わせられない部分については分けて出しているというふ
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うな形で出させていただいております。 

続きまして、７款１項３目 12 節．イメージコンセプトの件でございます。 

これにつきましては、新幹線駅舎に新たに設置する観光交流施設のコンセプトを策定し、

施設のデザインやイメージパースの制作を行うものでございます。 

この新駅の横に設置します観光施設につきましては、まだ具体的な絵を御提示させていた

だいておりませんので、ここでつくっていきたいと思っております。 

施設内部のレイアウトや設備、店内のデザイン、また、施設ロゴなどのトータルデザイン

を想定しておりまして、実施設計を行う前の基本計画のようなものというふうに位置づけて

考えております。 

以上でございます。 

○議長（山口昌宏君） 

秋月こども教育部長 

○秋月こども教育部長〔登壇〕 

まず、通学路について、今回、予算のほうで早急に対応できる３か所分を予算計上いたし

ております。 

13 か所を点検したわけですけども、その他の箇所については、関係機関との協議、検討が

必要な箇所であったり、例えば地区や警察、県土木事務所との協議や要望が必要であったり、

地域公共交通会議等での検討が必要だったりという、すぐには対応が難しいところもござい

まして、今回早急に対応できるところを３か所に絞ったところでございます。 

それと、絞り込んだ視点としましては、まず、児童生徒が登下校をする際の交通量や大型

のトラックの通行、スピードなどの交通状況。次に、歩道と車道、滞留場所等が明確に分け

てあるか。最後に、運転手から歩行者が確認できるかなど、見通しが確保されているかなど、

以上のことを基に危険度、緊急性を判断して絞りこんだところでございます。 

それと、朝日小学校の体育館に関してでございます。 

当体育館については、令和２年６月に、塗装業者による雨漏りの修理を行っておりました

が、強い雨、それから風雨時については雨漏りが発生しておりました。 

その後、令和３年１月に建築業者による雨漏り調査を行っております。当初は棟板金から

の雨漏りが原因ではないかと考えられておりましたが、経年劣化により、はぜ板金の接合部

分に隙間ができたことが原因だと思われるとの調査結果が報告されたところでございます。 

それを受けまして、今回の工事に移るわけなんですけども、外部に足場を組んで、はぜ板

金包み工法により、屋根全体のはぜ部分に新たな板金をかぶせる工事をすることを考えてお

ります。 

以上でございます。 

○議長（山口昌宏君） 
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12 番池田議員 

○12 番（池田大生君）〔登壇〕 

再度お尋ねします。 

物産まつりについて、委託をされるわけですね。 

その委託をされるということで、どこに、どういった事業者に、ざらっと、――どういう

ことをやるというのは聞きました。どういう事業者に委託をされて、その選定する方法、そ

こについてお答えをいただきたいと思います。 

そして、小学校の雨漏りも何か、新築じゃないので、途中で工事をする、――途中という

か、補修工事になるので、全部一遍にはできないかと思いますけれども、なるべく回数が少

なく。 

避難所に活用されます。子供たちも使います。だから、そういう制約がなるべく小さくな

るように、ぜひ点検をしていただきたいと思います。 

交通安全の部分ですけれども、３か所を選定されたと。交通量とか、子供が通る、そうい

うところをやられたと、実施をされたということなんですけれども。これですね、13 か所の

うち３か所で、ほかのところはすぐに対応できない、協議が必要と。 

その中にも、すぐに対応できる場所もあったかと。全部が対応できなかったのか。 

そして、すぐに対応できないということですが、一人でも子供が通っていれば、交通量と

か、そういうものは関係ないと思うんですよ。やるべきことはやらなければいけないという

ことなので、これすぐに対応していただかないと、命に優先順位はないと思うんですけれど

も、いかがですか。 

○議長（山口昌宏君） 

古賀営業部長 

○古賀営業部長〔登壇〕 

委託の内容でございますが、まず、この会場の検問所、出入り口の検問所での検問の徹底、

また、会場内の警備、それと身体的距離、ソーシャルディスタンスの確保対策ということで、

これも各巡回等で人をつけるということで、まず、各会場内の警備になります。 

それと救護室、先ほど申し上げましたエアテントとかの設置等に対する設置設営をお願い

したいというふうに考えているところでございます。 

事業者等については現在、まだ未定でございます。 

○議長（山口昌宏君） 

秋月こども教育部長 

○秋月こども教育部長〔登壇〕 

議員がおっしゃられた朝日小学校の体育館の工事については、点検箇所の報告が整いまし

たので、その分で対応をさせていただきたいと思っております。 
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それと、通学路についてですけども、これも先ほど答弁をいたしましたけども、地区、そ

れから警察、それから道路管理者等との協議が当然、必要なところがございますので、そう

いうところとの協議をまず進めさせていただくということで、今回については、早急に対応

できるところの予算措置に至った次第でございます。 

確かに、議員がおっしゃるように、子供の命という形では非常に重く感じておりますので、

その分については精一杯、早急にできるように対応していきたいと考えているところでござ

います。 

○議長（山口昌宏君） 

12 番池田議員 

○12 番（池田大生君）〔登壇〕 

その点検の仕方についても、学校関係者とかいろんなところから聞き取りをして、その中

からされたと。協議が必要な場所もあると。 

私が見てる中で、市道で歩道に草が覆いかぶさって、子供たちが通行する際に、歩道から

一旦降りて、車道に降りていくという場所もあるんですよ。本当に点検をされたのかなと。 

学校関係者がした。では、教育委員会としても全体を見て回られたのか、そこについてお

尋ねします。 

○議長（山口昌宏君） 

秋月こども教育部長 

○秋月こども教育部長〔登壇〕 

まず、学校からの報告についてですけども、それぞれの学校で、やはり十数か所程度ずつ

ぐらいを点検いたしております。 

その点検結果を、まず、市教育委員会のほうに報告されて、市教育委員会のほうも、可能

な限り現場のほうに出向いて点検をしているところでございます。 

やはり地域の学校のほうで点検をされるところも多数ございますので、そのあたりは一緒

に、学校サイドと一緒になって市教育委員会のほうも対応していきたいと考えております。 

○議長（山口昌宏君） 

ほかにございませんか。 

14 番宮本議員 

○14 番（宮本栄八君）〔登壇〕 

まず、スポーツコミッションの件ですけれども、こういうのができてよかったなと思うん

ですけれども、以前、泉都武雄を誘致する会というのは、スポーツ、文化かかわらずコンベ

ンションということで、結構誘致してあったかなと思うんですけども、今回についてはスポ

ーツに限ってなのか、コンベンション的なものか、国体を挟んだスポーツ的なものか、その

辺の位置づけについて、まずお尋ねします。 
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２点目は、物産まつりですけれども、私ここ最初見たとき、物産まつりはあるのかなとち

ょっと思って、あるのを前提にサーモカメラとか、委託料とか、購入して、やめたらまたそ

の分のお金を、キャンセル料を払わんといかんので、いつ決めてあるのかというと、７月と

いうことでしょう。 

だから、７月に決めて、そういう形でいいのかなと。そいぎ、次に決めるのはいつなのか

なということについて、物産まつりについてはお尋ねします。 

次、３点目ですけども、先ほども出ておりましたけども、新幹線に絡む駅南部の整備のこ

とがたくさん出ているわけですよね、一遍にですね。一遍に出ているのはいいとですけれど

も、まずはコンセプトの調査のお金、設計のお金、設計監理のお金、工事のお金、ぱっと全

部出ているわけなんですよね。 

普通は大体コンセプトを決めて、市民の方とか議会に示して、それでこういう計画で予算

がついてと、普通こうなりますよね。一遍にコンセプトから工事費まで入っているわけです

よね。だから、その内容についてもうちょっと――このシェルターというのも、シェルター

って普通、何か逃げるやつですよね。だから、その辺についても、どういうふうになってい

るのか。 

以前、実証実験をした高架下活用の結果はどうなって反映されているのかですね。その辺

について、ちょっと言えば、何も分からんのに予算だけぼーっと上がっているというふうに

見えますけども、その辺についてお聞きします。 

○議長（山口昌宏君） 

庭木企画部長 

○庭木企画部長〔登壇〕 

議員御質問のスポーツコミッションでございますが、今回はスポーツイベントの開催、ス

ポーツ合宿の誘致など、スポーツに特化した形で事業を進めてまいります。 

○議長（山口昌宏君） 

古賀営業部長 

○古賀営業部長〔登壇〕 

まず、１点目の物産まつりにつきましては、先ほど申し上げたとおりでございまして、７

月時点での決定事項ということでございますが、コロナの感染状況、また、大雨等が発生い

たしまして、今後の対策等につきましては、現在、各種団体等に意見等を伺っている最中で

ございます。 

それと、駅南全体について、今回、全部出させていただいているということでございます

が、基本的には来年度の秋開業に合わせるために逆算する中で、今回出させていただいてお

りますが、いわゆる実施計画、イメージコンセプト、それと実施設計をまず、承認をいただ

きましたらこの秋から始めまして、その後、今年度中に工事の発注を行いたいということで、
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今回全ての部分が出ているということでございます。 

○議長（山口昌宏君） 

14 番宮本議員 

○14 番（宮本栄八君）〔登壇〕 

一応、今回予算を賛成、反対するわけなんですよね。 

それで、設計もないのに工事費の値段が分かっているわけなんですよね。普通、設計をし

て幾ら、幾らで出るけども、工事費も出ているというわけなんです。 

だから、一遍にというか、そもそも工事費が出ていれば、設計というかそういうのいらん

とじゃなかかな、もう分かっとるとじゃないかなという、そういう疑問を持っていて、その

内容については、採決前にそれを示してもらえるんですかね。 

○議長（山口昌宏君） 

古賀営業部長 

○古賀営業部長〔登壇〕 

まず、工事費につきましては、あくまでも概算の分の設計であります。予算をいただかな

いと動けないということで、まず、設計をしていただいて、あくまでも今回の工事費につい

ては概算での設計分を出させていただいております。 

また、進捗状況等につきましては、当然、委員会等を通じてのお示しをさせていただきた

いというふうに考えております。 

○議長（山口昌宏君） 

ほかにございませんか。 

20 番江原議員 

○20 番（江原一雄君）〔登壇〕 

１点ですけど、予算書の（10）ページと、新型コロナ感染症で、歳出の主なもので、説明

欄の６ページの武雄温泉駅のトイレ改修と、予算書の（10）ページの観光交流センタートイ

レ改修工事、名称は違うんですけど、金額一緒なんですよね。 

この観光交流センタートイレ改修工事と武雄温泉駅のトイレ改修工事とは、これ、武雄温

泉駅のトイレ改修でしょう。私、一生懸命、見比べしながらですが、ちょっとお尋ねです。 

○議長（山口昌宏君） 

古賀営業部長 

○古賀営業部長〔登壇〕 

説明資料の（10）ページにあります観光交流センタートイレ改修工事につきまして、議員

御指摘のとおり、在来線のトイレの改修工事でございまして、これにつきましては御指摘の

とおり、予算書のほうで名称が違いますが、歳入のほうの記載の間違いということでござい

ます。 
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○議長（山口昌宏君） 

20 番江原議員 

○20 番（江原一雄君）〔登壇〕 

武雄温泉駅の今あるトイレの改修工事ですよね。いわゆる、今の近代的な新しいトイレの

洋式に変えていくと。 

この費用は、今回はコロナ感染症の臨時交付金で全額、国が補塡されているわけですので、

これ、もともと当初はＪＲがつくったんですかね。それとも当時、かつての市がつくったん

ですか。 

だから、今訂正された件、観光交流センタートイレ改修工事じゃないということですよね、

併せて。 

以前、どこが建設負担したんですか。 

○議長（山口昌宏君） 

古賀営業部長 

○古賀営業部長〔登壇〕 

現在の在来線のホームを出て、待合所の裏にありますトイレにつきましては、当初も市の

ほうでつくっている状態でございます。 

○議長（山口昌宏君） 

14 番宮本議員 

○14 番（宮本栄八君）〔登壇〕 

先ほど言いましたシェルターですね、南口のシェルターというのが一体どういうものなの

かというのがちょっと想像がつかないので、説明をお願いします。 

それともう一つ、今度、駐輪場が、整備が出てきて、私が一般質問したときに、駐輪場の

整備はと言ったら、「いや、せん」とか言われてたのが、今度するということで、どこにされ

るのかですね、場所はどこなのかをお尋ねします。 

○議長（山口昌宏君） 

古賀営業部長 

○古賀営業部長〔登壇〕 

まず、シェルターでございますが、このシェルターにつきましては、いわゆる雨宿りとい

いますか、雨よけのひさしというか、例えばバス停とか、建物に、外に出たときのひさしに

当たる部分をシェルターといいます。 

それと、駐輪場の場所についてでございますが、これにつきましては、高架下のどこかと

いうところで、現在協議を行っているところでございます。 

○議長（山口昌宏君） 

ほかにございませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

質疑をとどめます。 

本案は所管の常任委員会に分割付託をいたします。 

なお、付託区分については、お手元に配付の区分表のとおりでございます。 

日程第 13 第 91 号議案 

日程第 13．第 91 号議案 令和３年度武雄市国民健康保険特別会計補正予算（第１回）を

議題といたします。 

第 91 号議案に対する質疑を開始いたします。質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

質疑をとどめます。 

本案は福祉文教常任委員会に付託をいたします。 

日程第 14 第 92 号議案 

日程第 14．第 92 号議案 令和３年度武雄市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１回）

を議題といたします。 

第 92 号議案に対する質疑を開始いたします。質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

質疑をとどめます。 

本案は福祉文教常任委員会に付託をいたします。 

日程第 15 第 93 号議案 

日程第 15．第 93 号議案 令和３年度武雄市下水道事業会計補正予算（第１回）を議題と

いたします。 

第 93 号議案に対する質疑を開始いたします。質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

質疑をとどめます。 

本案は産業建設常任委員会に付託をいたします。 

日程第 16・第 17 第 94 号議案・第 95 号議案 

日程第 16．第 94 号議案 令和２年度武雄市工業用水道事業会計決算認定について及び日

程第 17．第 95 号議案 令和２年度武雄市下水道事業会計決算認定についてを一括議題とい

たします。 

第 94 号議案及び第 95 号議案に対する一括質疑を開始いたします。質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

質疑をとどめます。 

お諮りいたします。第 94 号議案及び第 95 号議案は、８人の委員をもって構成する特別会

計等決算審査特別委員会を設置し、これに付託の上、閉会中の継続審査に付したいと思いま
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すが、これに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

御異議なしと認めます。よって、第 94 号議案及び第 95 号議案は、特別会計等決算審査特

別委員会に付託の上、閉会中の継続審査に付することに決しました。 

次に、お諮りいたします。ただいま設置されました特別会計等決算審査特別委員会の委員

の選任につきましては、武雄市議会委員会条例第８条第１項の規定により、２番豊村議員、

５番江口議員、６番吉原議員、９番吉川議員、10 番末藤議員、11 番松尾陽輔議員、15 番松

尾初秋議員、19 番杉原議員の以上８名を特別委員会委員に指名いたしたいと思います。これ

に御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

御異議なしと認めます。よって、ただいま指名いたしました８名を特別会計等決算審査特

別委員会委員に選任することに決しました。 

日程第 18 第 97 号議案 

日程第 18．第 97 号議案 令和３年度武雄市一般会計補正予算（第７回）を議題といたし

ます。 

提出者からの補足説明を求めます。山﨑総務部長 

○山﨑総務部長〔登壇〕 

おはようございます。第 97 号議案 令和３年度武雄市一般会計補正予算（第７回）につ

いて、補足説明を申し上げます。 

今回の補正予算では、令和３年８月 11 日からの大雨による災害に対応するため、災害廃

棄物の処理、被災施設の復旧工事等の「応急復旧」や災害援護資金の貸付や被災された市民・

事業者への支援などの「生活・事業再建」に要する経費をお願いしております。 

補正予算書の１ページを御覧ください。 

第１条の歳入歳出予算の補正では、歳入歳出にそれぞれ 25 億 7,365 万 4,000 円を追加し、

補正後の総額を歳入歳出それぞれ 312 億 8,123 万円とするものでございます。 

第２条の地方債の補正では、農林地崩壊防止事業、災害復旧事業及び災害援護資金貸付金

等について追加をしております。 

予算説明書の（６）ページを御覧ください。 

２款．総務費では、他自治体からの応援職員の給与等負担金や罹災証明書発行を行うため

の建物被害認定調査業務委託料などを計上しております。 

（７）ページを御覧ください。 

３款．民生費では、被災住宅の応急修理費のほか災害協定に基づく土砂や倒木等の応急対

応や災害援護資金貸付金に要する経費などを計上しております。 

（８）ページを御覧ください。 
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４款．衛生費では、災害廃棄物の処理委託料や便槽に被害を受けられた方のくみ取り料を

免除するための経費を計上しております。 

（９）ページを御覧ください。 

６款．農業費では、災害を受けた農林地の崩壊防止事業や国の補助対象とならない農地・

農業用施設の小規模な災害復旧に対し、補助を行う経費などを計上しております。 

７款．商工費では、浸水で被災した事業者に対し、建物の再建費や機械設備の修理・購入

費のほか、建物のかさ上げ等の浸水対策費に補助を行う経費などを計上しております。 

８款．土木費では、被災した集会所、共同墓地等の共同利用地の復旧に対する補助や、今

後の浸水被害を軽減するための住宅のかさ上げ工事等に補助を行う経費などを計上しており

ます。 

（10）ページを御覧ください。 

９款．消防費では、床上浸水した消防施設等の修繕料などを計上しております。 

（11）ページを御覧ください。 

10 款．教育費では、被災した児童・生徒への就学援助費や自治公民館等の復旧工事に補助

を行う経費などを計上しております。 

（12）ページを御覧ください。 

11 款．災害復旧費では、被害を受けた農地、農業用施設、道路、河川、学校施設などの測

量設計業務委託料や工事請負費などを計上しております。 

次に、歳入について御説明いたします。 

予算説明書（３）ページを御覧ください。 

歳入につきましては、地方交付税や国・県支出金、市債などを計上したほか、財政調整基

金により財源の調整をしております。 

以上で補足説明を終わります。よろしく御審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（山口昌宏君） 

第 97 号議案に対する質疑を開始いたします。質疑ございませんか。 

14 番宮本議員 

○14 番（宮本栄八君）〔登壇〕 

災害のごみの処分料というか、６億円が出されておりますけれども、前回も６億円ぐらい

だったかなと思うんですけども、今回ちょっとごみの量が少し少ないような気もするんです

けども、この６億円の根拠についてお聞きします。 

○議長（山口昌宏君） 

山口環境部長 

○山口環境部長〔登壇〕 

災害ごみ処理の経費でございますが、ボリュームとしましては、令和元年災の災害で出た
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ごみのボリュームと大体同じような規模ということで想定しております。 

作業の内容としましては、仮設のごみ仮置き場の破砕作業ですとか、ごみの運搬、それか

ら場内の管理ですとか、そういった経費を見込んでおります。 

大体、令和元年災での業務での内容の単価で積算をしたところでございます。 

○議長（山口昌宏君） 

11 番松尾陽輔議員 

○11 番（松尾陽輔君）〔登壇〕 

１点だけお尋ねをさせていただきます。 

総務費の建物被害認定調査業務委託料 2,376 万円、具体的に一般質問でさせていただきた

いと思いますけども、家屋の被害の認定について、河川氾濫、土砂災害の全壊、それから大

規模半壊、半壊、一部半壊等、今回、武雄地域は内水氾濫という判断が下されておりますけ

れども、そういった河川氾濫と内水氾濫の査定の基準は一緒なのか、違うのかどうか、それ

だけちょっと確認を、お尋ねいたします。 

○議長（山口昌宏君） 

山﨑総務部長 

○山﨑総務部長〔登壇〕 

被害認定におきましては、国の基準がございます。 

外圧を受けた場合と、外圧を受けていない場合、本市におきましては内水氾濫ということ

で、外圧を受けていないという基準に基づいて算定というか、認定するような格好になりま

す。 

外圧を受けた場合に関しては、床上何センチ以上が半壊とか、大規模半壊、全壊という基

準があるんですけれども、外圧を受けていない場合につきましては、建物の戸別に一つずつ

見ていって、その点数に基づいて、一定以上でどの範囲になるかという格好になっていきま

すので、そういう格好で実際の認定をしているような状況になっています。 

○議長（山口昌宏君） 

ほかにございませんか。 

20 番江原議員 

○20 番（江原一雄君）〔登壇〕 

（６）ページの新工業団地被災に伴う補償金 700 万円、これはどういう理由ですか。 

○議長（山口昌宏君） 

古賀営業部長 

○古賀営業部長〔登壇〕 

700 万円の部分でございます。 

これにつきましては、現在、造成中の東川登地区にあります新工業団地の３工区の工事に
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損害が発生したことから、復旧に係る費用をお願いするものでございます。 

これは現在、造成中でございますが、これにつきまして、工事請負契約の中で、天災等の

損害を受けた場合は市は請負代金の中の 100 分の１を超える額について、負担しなければな

らないというふうに記載されております。 

今回ここが被災いたしまして、約 960 万円程度の損害がございますので、そこから 100 分

の１を差し引いた、約 700 万円程度を補償費として計上しております。 

○議長（山口昌宏君） 

ほかにございませんか。 

12 番池田議員 

○12 番（池田大生君）〔登壇〕 

教育費の中で、北方スポーツセンター浄化槽ブロワ取替工事とあります。 

北方スポーツセンターですね、先ほど朝日小学校の雨漏りの部分でも出ておりましたが、

かなり前から北方スポーツセンター、雨漏りしているんですけれども、これは今回、ブロワ

工事に併せて雨漏りについても議論はなかったのかお尋ねします。 

○議長（山口昌宏君） 

庭木企画部長 

○庭木企画部長〔登壇〕 

雨漏りについての議論はあっておりません。 

○議長（山口昌宏君） 

12 番池田議員 

○12 番（池田大生君）〔登壇〕 

えらい並べてあってですよ、物すごい状況ですもんね。 

よければぜひ見ていただいて、今後でも検討していただきたいなと。 

今回、支援策について、全体的にかさ上げとか、商工とか何とか、いろんな出ていますけ

れども、これ多分、市の支援策になるわけですよね。 

市の支援策、国の支援策とは別に、市として支援をしていきたいということで打ち出され

ていると思うんですけれども、なるべく浸水されたところ、２年前から２回目です。ぜひ柔

軟な対応をお願いしたいと思います。 

○議長（山口昌宏君） 

質疑をとどめます。 

本案は所管の常任委員会に分割付託をいたします。 

なお、付託区分については、お手元に配付の区分表のとおりでございます。 

日程第 19 第 98 号議案 

日程第 19．第 98 号議案 令和３年度武雄市下水道事業会計補正予算（第２回）を議題と
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いたします。 

提出者からの補足説明を求めます。山口環境部長 

○山口環境部長〔登壇〕 

第 98 号議案 令和３年度武雄市下水道事業会計補正予算（第２回）について補足説明い

たします。 

今回の補正は、令和３年８月 11 日からの大雨災害による被災者支援として、下水道使用

料の減免や、被災した下水道施設等の工事修繕に係る費用をお願いするものでございます。 

補正予算説明書の８ページを御覧ください。 

収益的支出では、19 節．修繕費として、武雄浄化センター主ポンプ棟作業盤補修及び移設

や、浄化槽ブロワ交換などを計上しております。 

財源としましては、７ページの収益的収入として、下水道使用料減免による減額分も含め

て一般会計補助金の繰入れを予定しております。 

次に、９ページの資本的支出を御覧ください。 

16 節．委託料、28 節．工事請負費として、鳥海地区農排１号ポンプ災害復旧工事に係る

経費を計上しております。 

対象事業の財源としましては、８ページの資本的収入で下水道事業債、それから９ページ

の国庫補助金を予定しているところでございます。 

以上、補足説明を終わります。よろしく御審議賜りますようお願いいたします。 

○議長（山口昌宏君） 

第 98 号議案に対する質疑を開始いたします。質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

質疑をとどめます。 

本案は産業建設常任委員会に付託をいたします。 

日程第 20～第 25 第 99 号議案～第 104 号議案 

日程第 20．第 99 号議案 令和２年度武雄市一般会計決算認定についてから、日程第 25．

第 104 号議案 令和２年度武雄市新工業団地整備事業特別会計決算認定についてまでの以上

６議案を一括議題といたします。 

提出者からの補足説明を求めます。山田会計管理者 

○山田会計管理者〔登壇〕 

おはようございます。第 99 号議案から第 104 号議案までの令和２年度の武雄市一般会計

及び各特別会計の決算認定について御説明申し上げます。 

歳入歳出決算書の１ページ、２ページを御覧ください。 

令和２年度 武雄市歳入歳出決算総括表により御説明申し上げます。 

総括表の一番下の各会計の合計では、予算現額 633 億 7,033 万 6,000 円に対し、収入済額
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600 億 5,744 万 8,061 円、支出済額 586 億 5,814 万 6,302 円で、歳入歳出差引額で 13 億 9,930

万 1,759 円となっております。 

２ページの一番右側の欄に記載しております各会計ごとの歳入歳出差引額では、一般会計

及び特別会計の全てにおいてプラスとなっております。 

詳細につきましては、３ページから 30 ページにかけて第 99 号議案から第 104 号議案まで

の決算書を、31 ページから 276 ページに事項別明細書を掲載しております。 

277 ページ、278 ページに実質収支に関する調書を掲載しております。 

実質収支の状況は、全てプラスとなっております。 

279 ページ以降に、財産に関する調書及び基金運用状況報告書を掲載いたしております。 

以上をもちまして、令和２年度の一般会計及び特別会計の決算の概要の説明を終わります。

よろしく御審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（山口昌宏君） 

これより質疑を開始いたします。 

質疑は区分して行います。 

まず、第 99 号議案 令和２年度武雄市一般会計決算認定に対する質疑を開始いたします。

質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

質疑をとどめます。 

次に、第 100 号議案から第 104 号議案までの以上５議案に対する一括質疑を開始いたしま

す。 

質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

質疑をとどめます。 

お諮りいたします。第 99 号議案については、９人の委員をもって構成する一般会計決算

審査特別委員会を設置し、これに付託の上、閉会中の継続審査に付したいと思いますが、こ

れに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

御異議なしと認めます。よって、第 99 号議案については、一般会計決算審査特別委員会

に付託の上、閉会中の継続審査に付することに決しました。 

次に、お諮りいたします。ただいま設置されました一般会計決算審査特別委員会の委員の

選任につきましては、武雄市議会委員会条例第８条第１項の規定により、１番坂口議員、３

番猪村議員、７番上田議員、12 番池田議員、13 番石橋議員、14 番宮本議員、17 番川原議員、

18 番牟田議員、20 番江原議員の以上９名を特別委員会委員に指名いたしたいと思います。こ

れに御異議ございませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

御異議なしと認めます。よって、ただいま指名いたしました９名を一般会計決算審査特別

委員会委員に選任することに決しました。 

次に、お諮りいたします。第 100 号議案から第 104 号議案までの以上５議案については、

特別会計等決算審査特別委員会に付託の上、閉会中の継続審査に付したいと思いますが、こ

れに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

御異議なしと認めます。よって、以上の５議案は特別会計等決算審査特別委員会に付託の

上、閉会中の継続審査に付することに決しました。 

ここで、ただいま設置されました一般会計決算審査特別委員会並びに特別会計等決算審査

特別委員会の正副委員長互選のため、暫時休憩をいたします。 

休   憩    11時26分 

再   開    11時37分 

○議長（山口昌宏君） 

休憩前に引き続き会議を開きます。 

特別委員会における正副委員長の互選結果の報告を受けましたので御報告をいたします。 

一般会計決算審査特別委員会の委員長に 17 番川原議員、副委員長に１番坂口議員、特別

会計等決算審査特別委員会の委員長に９番吉川議員、副委員長に５番江口議員、以上のとお

りでございます。よろしくお願いいたします。 

日程第 26 報告第 11 号 

日程第 26．報告第 11 号 専決処分の報告についてを議題といたします。 

報告第 11 号に対する質疑を開始いたします。質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

質疑をとどめます。 

本件は法令に基づき報告されたものでありますので、この程度でとどめたいと思います。 

日程第 27 報告第 12 号 

日程第 27．報告第 12 号 令和２年度武雄市一般会計継続費精算報告書の報告についてを

議題といたします。 

提出者からの補足説明を求めます。野口まちづくり部長 

○野口まちづくり部長〔登壇〕 

報告第 12 号 令和２年度武雄市一般会計継続費精算報告書の報告について補足説明を申

し上げます。 

議案書（その３）、１から２ページを御覧ください。 

これにつきましては、市営高野小原住宅建替事業について、令和元年度から令和２年度ま
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での２か年の継続費を設定しておりましたが、令和２年度をもって精算報告書のとおり事業

が完了しましたので、地方自治法施行令第 145 条第２項の規定に基づき報告するものであり

ます。 

以上で補足説明を終わります。よろしくお願い申し上げます。 

○議長（山口昌宏君） 

報告第 12 号に対する質疑を開始いたします。質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

質疑をとどめます。 

報告第 12 号は法令に基づき報告されたものでありますので、この程度でとどめたいと思

います。 

日程第 28 報告第 13 号 

日程第 28．報告第 13 号 令和２年度武雄市財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告

についてを議題といたします。 

提出者からの補足説明を求めます。山﨑総務部長 

○山﨑総務部長〔登壇〕 

報告第 13 号 令和２年度武雄市財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告について補

足説明を申し上げます。 

これは、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第 22 条第１項の規

定により、令和２年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率について報告するもの

でございます。 

議案書（その３）、３ページを御覧ください。 

第１項の令和２年度武雄市健全化判断比率について御説明申し上げます。 

実質赤字比率につきましては、普通会計の実質赤字額が標準財政規模に占める割合を示す

ものでありますが、普通会計においては実質赤字額がなかったため、実質赤字比率が算定さ

れておりませんので、表記は横バーとなっております。 

なお、実質赤字比率に係る早期健全化基準は、その団体の財政規模により算定され、本市

の場合は 12.91％となっております。 

この早期健全化基準以上になると、財政健全化計画を策定し、計画に基づく財政健全化を

実施することになります。 

次に、全ての会計の実質赤字額が標準財政規模に占める割合を示す連結実質赤字比率につ

きましても、連結実質赤字額はありませんでした。 

次に、公債費及び公債費に準じた経費が標準財政規模に占める割合を示す実質公債費比率

は、本市の場合、9.0％で、早期健全化基準 25％を下回っております。 

次に、地方債残高のほか一般会計等が将来負担すべき実質的な負債が標準財政規模に占め
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る割合を示す将来負担比率は 9.2％で、早期健全化基準 350％を下回っております。 

第２項の令和２年度武雄市公営企業会計資金不足比率でありますが、資金不足額が事業規

模に占める割合を示す資金不足比率につきましては、いずれの会計においても資金不足額が

ありませんでした。 

この資金不足比率が 20％以上になれば、経営健全化計画を定め、計画に基づく経営の健全

化を実施することとなります。 

以上で報告第 13 号の補足説明を終わります。 

○議長（山口昌宏君） 

報告第 13 号に対する質疑を開始いたします。質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

質疑をとどめます。 

報告第 13 号は法令に基づき報告されたものでありますので、この程度でとどめたいと思

います。 

日程第 29 請願第１号 

日程第 29．請願第１号 導水管建設に関する請願書を議題といたします。 

紹介議員の趣旨説明を求めます。６番吉原議員 

○６番（吉原新司君）〔登壇〕 

おはようございます。このたび、私、吉原新司が紹介議員として提出されました導水管建

設に関する請願についての趣旨説明をさせていただきます。 

令和元年８月豪雨災害、そして、今年８月の豪雨災害、２年に２度の甚大な浸水被害を受

け、近年の雨の降り方は、六角川が果たせる治水能力を大きく超えていると思われます。 

それを回避するためには、六角川に頼らず、雨水を直接、有明海に放流することが必要で

あるというふうに思います。 

令和元年８月豪雨災害後、しゅんせつ工事などの工事も行われましたが、それにもかかわ

らず、今回の浸水被害は令和元年８月豪雨災害を上回っており、排水ポンプの増設などをし

ても、今回のようにポンプ停止は避けられません。これ以上、六角川だけに頼っていても、

今の状況を回避できるとは思いません。 

被災された方々からは、これ以上、浸水しやすい低い土地の地域住民が大雨のたびに被害

を被るのは耐えられないと思われております。 

請願者の提案される導水管を用いる方法は、浸水被害を回避する方法の一つであると思い、

賛同をいたしました。よろしく御審議のほどお願いいたします。 

以上です。 

○議長（山口昌宏君） 

請願第１号に対する質疑を開始いたします。質疑ございませんか。 
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12 番池田議員 

○12 番（池田大生君）〔登壇〕 

請願について何点か質問をさせていただきます。 

この請願の、まず、題目ですね。題目というか、冒頭にある「導水管建設に関する請願書」

ということで、トップにあります。 

ずっと、るる見ていく中に、１枚目の請願項目の中に、「直に有明海に放流する」と、項

目のところはここだけなんですね。 

２枚目の請願書のほうにも、導水管建設に当たっては何も記載がないわけなんですよね。 

これ、目的と願意について、どこが願意なのかというのと、これですね、請願者の方、相

浦孝さんですかね。この方は、私が知っている限り、同一人物じゃないと思うのですが、北

方の区長をされている方に、相浦孝さんという方がいらっしゃるんですよ。 

これは個人でされていると思うので、この方はどういう方なのか、まず質問をさせていた

だきたいのと、今回、皆さんも周知のとおり、２年前にも大水害が発生して、今回も、今年

も未曽有の大災害が発生いたしました。執行部、市長をはじめ、執行部のみならず、我々議

会も常襲水害地対策特別委員会も緊急に要望活動、そして、要望書の取りまとめ等をやって

まいりました。 

そして、復興支援特別委員会、これも立ち上がって、この災害に一丸となって取り組んで

いこうという中に、今回、主に浸水した地区は朝日町、橘町、北方町と、そして、各地区に

は土砂災害等も発生しております。 

こういう災害が発生した中に、紹介議員さんですね、ほかにもいろいろ浸水地区の方もお

られると思いますが、なぜお一人だけになったのか（笑い声）そこをお尋ねいたします。 

○議長（山口昌宏君） 

６番吉原議員 

○６番（吉原新司君）〔登壇〕 

まず、請願者の相浦さんでございますけれども、池田議員さんが申されるように、北方町

の区長さんとお伺いしております。その区長さんから、こういう状態で、自分たちも苦しん

でいるということで御相談を受けましたので、内容のほうをお伺いして、今回の請願のほう

につなげたということでございます。 

導水管ということに関しては、他の県等でも導水管を使用された例も幾つかございます。 

導水管を単につないだだけでは、多分、排水効果にはつながらないと思いますが、河口付

近でポンプを回すとかいうようなことをされているところもございます。 

ただ、一番、内水氾濫の水がいつまでも抜けないと。六角川はどんどん流れていると。し

かし、内水氾濫をしたところは引かない。おまけにポンプが止まる。これを何とかして有明

海にそそぐべきではないかということで、いろいろなお話をして、導水管ということに、私
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も賛同をさせていただきました。 

以上です。 

○議長（山口昌宏君） 

ほかにございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

質疑をとどめます。 

本件は産業建設常任委員会に付託いたします。 

日程第 30 決議第１号 

日程第 30．決議第１号 ふるさと納税の委託業務に関する調査特別委員会の設置を求める

決議を議題といたしたいと思います。 

提出者からの趣旨説明を求めます。19 番杉原議員 

○19 番（杉原豊喜君）〔登壇〕 

提出者としての趣旨説明をさせていただきます。 

私たち、調査事項といたしておりますふるさと納税の業務委託、また、返礼品の遅延など

については全員協議会等で説明を受け、御承知の点もあられると思いますが、まだ不透明な

点も多々ございます。 

令和３年７月 16 日の新聞報道で、ほとんどの議員の方、市民の方も初めて知られたもの

と思います。 

市は以前に、遅延を把握して、委託業者ではなく納入業者と話をされ改善を求めてきたが、

進展がなかったと言われておりますが、もっと早い段階で強力な手段、対応ができていれば、

このような事態も若干は和らいだんじゃなかろうかと思っているところでございます。 

また、令和３年７月 16 日に報道されたときには、２万 5,000 件程度遅延、翌 17 日には２

万 8,000 件に変更されているが、たった１日でこのように数字が把握できるのか、前から分

かっていたのではないかなどの疑問点もございます。 

こういった報道などを受けて、令和３年７月 30 日、令和３年８月 10 日、令和３年 27 日

と３回にわたる全員協議会を開催していただき、経緯や遅延しているさがびよりに代わる返

礼品などの説明も受けたところでございます。 

しかし、これはあくまで行政側の説明であり、先ほど申しましたような不透明な点も多々

あったところでございます。 

一番の当事者として言えます、委託業者や納入業者の説明が必要だという意見もかなりあ

ったところでもあります。 

単に委託業者との契約を８月末をもって解除したと言われますが、解除しただけで済むも

のではありません。 

特に、プロポーザルまでして委託業者を選定した。そして、納入業者を容認した市の管理
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監督責任、これが一番大きく重要なものではないかと思うところでもございます。 

市民の方からも「ふるさと納税問題はどうなっているのか」「市も、議会も、市民に対し

て明確な説明責任を果たすべきではないか」「インターネットなどで全国的に知られて、市民

としても恥ずかしい」などの声もあります。 

以上のようなことを踏まえて、２万 8,000 件近くの遅延がどのような要因で発生したのか、

返礼品は県内・市内産か、また、県内・市内で製造されたものなのかなどを、先ほど申し述

べたようなことに加えながら、今回、特別委員会を設置して関係者への説明を求め、必要あ

らば改善を促し、また、このような事態が起こらないよう、再発防止に生かす趣旨で委員会

の設置を求めるものでございます。議員各位の御賛同をよろしくお願いいたします。 

○議長（山口昌宏君） 

提出者に対する質疑を開始いたします。 

15 番松尾初秋議員 

○15 番（松尾初秋君）〔登壇〕 

ちょっと確認でお尋ねしたいんですけれども、この中に、委員 10 人からなる委員会を設

置するということですけれども、人選はどのように考えているんですか。 

○議長（山口昌宏君） 

19 番杉原議員 

○19 番（杉原豊喜君）〔登壇〕 

以前は、調査特別委員会の委員は 10 名という定数があったわけですけれど、今、この定

数も撤廃されているということでございます。 

議員の皆さん方に、これに御賛同いただけますかということも、全員に声をかけさせてい

ただいているようでございます。 

そういったことで、この 10 名というのは、賛成をしていただいた皆さん方で委員

会を結成できたらというように思っております。 

〔15 番「議長、議事進行」〕 

○議長（山口昌宏君） 

15 番松尾初秋議員 

○15 番（松尾初秋君） 

今までの慣例からいけばですよ、こういうふうな百条委員会とか、調査委員会とかつくる

ときは、大体、代表者会議で決めてたわけですよね。こがんやり方をですよ、提出者だけで

つくるとか、そがんことが許されるとですか。 

議長、しゃんと諮ってくださいよ。こういうのおかしいと思いますよ。 

以上です。 

〔15 番「＊＊＊今まではそがん、慣例やろうもん。慣例でしよったのに、今まで慣
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例で」〕（発言する者あり） 

〔15 番「何回でもそがんと全部、代表者会議で決めとうよ、今までの慣例からいけ

ば。提出者だけで決めるのはおかしいじゃないの」〕（発言する者あり） 

〔15 番「そがんとはおかしかよ、今までの慣例調べて。議長。」〕 

○議長（山口昌宏君） 

ちょっと言います。（「採択をお願いします」と呼ぶ者あり） 

特別委員会の委員の選任につきましては、武雄市議会委員会条例第８条第１項により議長

の指名によるとなっております。 

しかし、これまでも新たに委員を選任する際は、会派の代表者の皆さんで事前に協議を行

っておりましたので、今回もその慣例に従わせていただきたいと思います。 

それでよろしいですか。（発言する者あり） 

〔15 番「よかですか。ちゃんと、あのですよ」〕 

ちょっと待ってください。（「ちゃんと手を挙げて質問してくださいよ」と呼ぶ者あり） 

〔15 番「よかですか、議長」〕 

15 番松尾初秋議員 

○15 番（松尾初秋君）（続） 

それで、提出者がちゃんと、今、議長さんが言うたごとですよ、代表者会議に諮って決め

るということで了承してくれんばですよ、こういうのを通されるもんですか。おかしゅうな

かですか、今までの慣例からいけば。（発言する者あり） 

慣例重視でしょうもん。（発言する者あり）暫時休憩してもいいですよ。おかしかですよ、

こりゃあ。（「決議を、採決せにゃあ」と呼ぶ者あり） 

決議、採決するっていうのが、おかしかとが言いようけん、こがん決議は採決されんと言

いようやなかですか。 

○議長（山口昌宏君） 

ちょっと待ってください。（発言する者あり） 

○15 番（松尾初秋君）（続） 

なんば言いよう、反対するくさ、あんた。 

それはそれでするばってんね、そいばするばってん、ちゃんとすんならね、今までの慣例

どおりやってくださいよ。 

○議長（山口昌宏君） 

19 番杉原議員 

○19 番（杉原豊喜君）〔登壇〕 

私はこの特別委員会をつくる趣旨説明を今しております。 

ただ、委員はどうされますかと聞かれよったら、やはりこの特別委員会をつくるのに賛成
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した方ですね、これは、俺は反対よという方を入れて特別委員会が成り立つものか。（発言す

る者あり） 

何らかの委員会とは違うんですよ、これは。そこだけは認識していただきたいと。 

〔15 番「議長、議事進行、議事進行」〕 

議事進行は１回だけでしょう。 

○議長（山口昌宏君） 

先ほど言いましたとおり、会派の代表者の皆さんで事前に協議を行っておりましたので、

今回もその慣例に従わせていただきますということはちゃんと明確に言いましたので……

（「はい、分かった」と呼ぶ者あり）そのとおりにやりたいと思います。 

〔15 番「はい、よし、そいぎよかです」〕 

それでいいですか。 

〔19 番「はい、議長。何でもありきではないように、よろしくお願いします」〕 

質疑をとどめます。 

お諮りいたします。本案は所管の常任委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御

異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

御異議なしと認めます。よって、本案は所管の常任委員会付託を省略することに決定いた

しました。 

間もなく正午となりますが、会議をこのまま続けます。 

本案に対する討論を開始いたします。討論ございませんか。 

15 番松尾初秋議員 

○15 番（松尾初秋君）〔登壇〕 

決議第１号に対する反対の討論をさせていただきますけれども、いずれにしても、提出者

１名に対して賛成者 10 名ということで、これもう通るですもんね。それは分かっとうとです

よ、通るということは。 

通るばってん、あえてですよ、あえて反対討論をさせていただきたいと思います。 

反対理由としては、３回全協がございました。 

そこの中で、しっかり、最初からですよ、こがんことは詐欺行為やなかですかって。どが

んしよっとですか。大抵ひどいことを言いました。 

でも、ちょっと私は勘違いがありまして、米とか肉は５割なり、６割なりある程度の数を

納税者の人に渡しているという話を聞きました。 

そう考えた場合、冷静に考えたら、善意で考えたら、こういうふうな米とか、肉とかは、

相場の商品ですよね。 

そういうふうに考えた場合、この業者の人が仕入れたくても仕入れられなかった、そうい
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うこともあり得るのかなというふうに善意で考えます。 

そう考えた場合、こういうふうな百条委員会まで開くのはいかがなものかなという思いも

あります。それが第１ですね。 

そして、全協が３回ございまして、その中で、議会からも提案をしました。 

最初は、執行部は量を少なくやります、もらった税金を返しますという提案をされました

けど、それじゃあ駄目だろうということで、議会で、もういっちょの案で、新しい商品を開

発してくださいという申出もありました。それもかなえていただきました。 

そういう意味においては、災害転じて福となすといいましょうかね、雨降って地固まるじ

ゃないですけれども、新しい商品開発という意味においては、いい方向に行っているんじゃ

ないかなというふうに私は感じました。 

それに、そうこう言いながらも、確かにその業者の人に、委託料は請求していますけども、

この委託料が取れんやったら、私も、これは百条委員会にかけて、私も提出者の一人になっ

て言わんばいかんと思いますけれども、現時点の段階で、こういうふうな百条委員会、調査

特別委員会を開くのは、ちょっと時期尚早じゃないかなというふうに思います。ちょっと早

過ぎるんじゃないかというふうな思いがございます。 

この３点をもって反対の討論とさせていただきます。賛同される議員さんだけでもいいで

すから、よろしくお願いします。 

以上。 

○議長（山口昌宏君） 

18 番牟田議員 

○18 番（牟田勝浩君）〔登壇〕 

令和元年に大災害が起きました。そのときに、未曽有の大水害で、お金を使うのは今だと、

財政調整基金、そういうのを大幅に使いました。 

その半年後にコロナが蔓延し、１年半そのまま来て、そして、さらにこの大水害、復旧復

興のために資金は幾らあっても足りない状態です。 

国からいろいろ補助がもらえます。いろんなメニューが来るでしょう。県からも来るでし

ょう。しかし、武雄市の自主財源、これを持っていなければ、なかなか武雄市の思いどおり

にできないかもしれない。 

そういう中で、このふるさと納税、これから大きな武雄市の復興に向けての手助けになっ

ていくと思います。６月議会でも私は同じことを言いました。 

そういう中で、このふるさと納税、武雄市のふるさと納税の信頼を回復しなきゃいけない。 

全国紙に載りました。ヤフートップニュースになりました。 

全国の皆さんも、それを見た方は、武雄市へのふるさと納税は、多分なかなか、次やって

いただけないかもしれない。 
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執行部の説明がありました。担当者は、２万 7,000 件。気持ちとしては一人ずつ頭を下げ

てでも信頼を回復させたい、それぐらいのことをおっしゃいました。 

我々議会も信頼を回復するためにきちんと調査し、これまでと武雄は違いますよと、口だ

けではなくて、原因を究明してそれを生かして、これだけやりました、武雄は安心ですと言

えるような形で委員会を立ち上げて、さらにこれで、こういうことで大丈夫でしたよと証明

して、ふるさと納税をこれからやっていただく。そういうふうな手続が必要だと思います。 

やっぱり、ふるさと納税の信頼回復、これが一番だと思いますし、先ほど言いました、執

行部もそういう気持ちがある、我々議会もその気持ちで、さらに信頼を出していく。 

加えれば、今後のいろんな、先ほどプロポーザルという言葉も出ましたけれども、いろん

な部分で武雄市がこれから関わる委託、そういう部分をきちんとしていくような形に持って

いけたらと思い、この委員会の賛成の趣旨を皆様方にお願いする次第でございます。よろし

くお願いいたします。 

○議長（山口昌宏君） 

討論をとどめます。 

本案は起立により採決を行います。 

本案に賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

起立多数であります。よって、本案は可決されました。 

以上で本日の日程は終了いたしました。 

本日はこれにて散会いたします。お疲れさまでした。 

散   会    12時６分 
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